
教育委員会
１ 　 要求総額

（千円、％）

会 計 名 (A)/(B)

一 般 会 計 190,313,027 189,660,559 652,468 100.3

高等学校等奨学資
金貸付金特別会計 137,762 141,093 △ 3,331 97.6

※今後、国の制度変更等に伴い、予算案の内容が要求時のものと大幅に変わる可能性があります。

 （一般会計課別内訳）

（千円、％）

課　　　　名 (A)/(B) 連絡先

教 育 政 策 課 2,032,882 1,884,540 148,342 107.9
FAX 026-235-7487
ﾒｰﾙ kyoiku@pref.nagano.lg.jp

義 務 教 育 課 94,859,868 95,472,542 △ 612,674 99.4
FAX 026-235-7494
ﾒｰﾙ gimukyo@pref.nagano.lg.jp

高 校 教 育 課 45,181,377 46,949,294 △ 1,767,917 96.2
FAX 026-235-7488
ﾒｰﾙ koko@pref.nagano.lg.jp

特 別 支 援 教 育 課 15,957,526 15,330,823 626,703 104.1
FAX 026-235-7459
ﾒｰﾙ tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

教 学 指 導 課 1,448,359 1,281,960 166,399 113.0

FAX 026-235-7495
ﾒｰﾙkyogaku@pref.nagano.lg.jp
【全国高等学校総合文化祭推進室】

FAX 026-235-7495
ﾒｰﾙ sobunsai@pref.nagano.lg.jp

心 の 支 援 課 357,897 295,229 62,668 121.2
FAX 026-235-7484
ﾒｰﾙkokoro@pref.nagano.lg.jp

文化財・生涯学習課 1,209,125 746,312 462,813 162.0
FAX 026-235-7493
ﾒｰﾙ bunsho@pref.nagano.lg.jp

保 健 厚 生 課 26,957,403 27,025,355 △ 67,952 99.7
FAX 026-234-5169
ﾒｰﾙ hokenko@pref.nagano.lg.jp

ス ポ ー ツ 課 2,308,590 674,504 1,634,086 342.3
FAX 026-235-7476
ﾒｰﾙ sports-ka@pref.nagano.lg.jp

２ 　要求のポイント （別紙１）

３ 　事業体系 （別紙２）

４ 　主要事業一覧 （別紙３）

５ 　事業改善シート 県公式ホームページをご覧ください。

 http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku02/gyose/zenpan/yosan/h30yokyu.html

平 成 30 年 度 当 初 予 算 の 要 求 概 要

30年度要求額
(A)

29年度当初予算額
(B)

差引増減
(A)-(B)

30年度要求額
(A)

29年度当初予算額
(B)

差引増減
(A)-(B)

平成29年(2017年)12月13日

教育委員会事務局教育政策課経理係

（課長) 堀内 昭英 （担当)小池 秀一

電話：026-235-7422（直通)

026-232-0111（内線4316）
FAX：026-235-7487
E-mail kyoiku@pref.nagano.lg.jp

※予算要求に関するご意見・ご要望については、担当課へ平成30年1月12日（金曜日）までにお寄せください。

資料５



■すべての⼦どもたちが良質で多様な学びを享受
多様性を認め、その成長過程に対応できる学校づくりと
学びの場の充実

◇「多様性を包み込む学校」への進化
○スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの拡充等
により、専門家を交えた「チーム学校」支援体制を構築
○小学校にマネジメントリーダー教員（仮称）を配置
○通級指導教室の設置等による多様な学びの場の整備

◇いじめ・不登校等悩みを抱える児童生徒の支援
〇地域、ＮＰＯ、行政、県民が一体となって行動できる体制づくり
〇外部専門家の活用による「学校支援チーム」の派遣
〇ＳＮＳによる相談の実施など、相談体制の充実

◇学びのセーフティネットの構築
○放課後子ども教室等のサードプレイスの充実
○貧困対策の推進（高校生等奨学給付金等）
〇自殺対策の推進

◇ 特別支援教育の充実
○特別支援学校における技能検定の本格実施
〇医療的ケア体制の整備
〇中信地区特別支援学校の再編整備

◇ 性被害防止に向けた教育
○性被害防止教育キャラバン隊の派遣
○性に関する指導の研修会の充実

◇ 教育環境の維持改善
○県立学校の集中的な老朽化対策
○トイレの洋式化・多目的化
〇空調設備（エアコン）の整備
○電子黒板等ＩＣＴ環境の整備

平成30年度予算要求のポイント 〜すべての県⺠が主体的に学び、学び合う「学びの県」づくり〜
教育委員会

生きる力と創造性を育む

信州ならではの「学び」の実践

■｢共に学び合い、共に価値を創る｣学びの環境づくり
多様な学びの活動が全県で活性化していく環境づくり

◇学びの基盤の再構築
○多様な主体と協働し地域課題の発見・解決に取り組む
「未来型公民館」の支援
○県立図書館の「情報拠点」化（地域資料・データベースの充実等）
○県立歴史館の「地域貢献」（歴史的資料を積極的に収集・公開）

◇学びのプラットフォームの構築
○県立図書館内に「信州・学び創造ラボ」（学びの活動が集うモデル
空間）を設置
○「信州・Ｗｅｂカレッジ」（オンライン上の学習プラットフォーム）の
整備検討

■信州に根ざし世界に通じる人材の育成
幼保小中高大を通じた信州ならではの確かな「学び」

◇幼児教育の充実
○長野県幼児教育振興基本方針（仮称）の策定
○信州幼児教育支援センター（仮称）の検討

◇ 信州発スクールイノベーションの推進
○信州型ユニバーサルデザインに基づく授業改善
○ＩＣＴの活用による探究的な学びの推進
〇学校における働き方改革（スクールサポートスタッフの
配置、部活動指導員の任用支援）

◇高校改革～夢に挑戦する学び～
〇「高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針」の策定
○全高校で３つのポリシー（DP：生徒育成方針、CP：教育課程
編成・実施方針、AP：生徒受入れ方針）の策定に着手
○モデル校方式による「新しい学校」の研究

◇中山間地域の「学び」の姿を創造
○中山間地リーディング・スクールを指定し、ＩＣＴ活用等による
最先端の学びを実現

◇信州の特性を生かした自然教育・野外教育の推進
○自然・野外教育推進検討会議の設置

◇地域とともに学びを深める取組の推進
○「信州学」の全県的な展開
○信州型コミュニティスクールの充実

◇確かな学力を伸ばす教育の充実
○信州少人数教育の推進
○新学習指導要領・高大接続改革への的確な対応

◇グローバル人材の育成

○ＳＧＨ（ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｽｸｰﾙ）におけるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ育成

◇キャリア教育の充実
○地域企業等との連携による人材育成
○海外企業等へのインターンシップ

別紙１

すべての子どもたちが、

良質で多様な学びの機会を享受

■豊かな暮らしと地域に活⼒を与えるスポーツの振興
スポーツの力による元気な長野県づくり

◇国体・全スポ開催理念の実現
○子どもから大人まで豊かなスポーツライフの創造
○ジュニア競技力の向上

◇ 子どもの運動・スポーツ機会の充実
○学校と地域が連携したスポーツ参加機会の充実
○合同部活動、「ゆるスポ」活動のモデル実施等に
よる運動部活動改革

◇県立武道館を核とした武道振興
○県立武道館の建設整備

誰もが、生涯学び合い、学び続け、自らの人生と

自分たちの社会を創造できる環境づくり

■心豊かな暮らしを実現する文化・芸術の振興
文化芸術に親しみ、楽しむことができる環境づくり

◇全国高等学校総合文化祭「2018信州総文祭」の開催

◇ 文化財の保護・継承・活用
○無形民俗文化財の継承支援

2018信州総文祭

大会マスコット

キャラクター

信州なび助



３　事業体系

■しあわせ信州創造プラン２．０

施策の柱 施策の具体的方向 【　平成30年度　主要事業　】 　　【事業番号】

信州型ユニバーサルデザイン構築事業 ・・・・・ 1

信州少人数教育推進事業

高校改革事業

高大接続改革対策支援事業

探究的な学びによる科学教育の推進事業

探究学習のためのＩＣＴ機器整備事業 ・・・・・ 2

高等学校施設整備事業

学びと働きを連動させた信州創生のための新たな人材育成モデル事業

地方創生のモデルとなる新しい高校づくり推進事業

第42回全国高等学校総合文化祭開催事業 ・・・・・ 3

キャリア教育の充実 「探究的な学び」を通したキャリア教育推進事業

自然教育・野外教育の推進事業 ・・・・・ 4

地域に根差した探究的な学び「信州学」の全県的な展開事業

世界につながる力の育成 グローカル人材育成事業

豊かな心を育む教育 道徳教育総合支援事業

健康づくり・体力の向上 子どもから大人まで豊かなスポーツライフ創造事業

幼児教育・保育の充実 「信州幼児教育支援センター（仮）」の設置に向けた調査・研究事業 ・・・・・ 5

信州型コミュニティースクール促進事業

中山間地域の新たな学びの創造事業 ・・・・・ 6

「チームとしての学校」スクール・サポート・スタッフ配置事業 ・・・・・ 7

部活動指導員任用事業補助金 ・・・・・ 8

安全・安心・信頼の確保 性被害防止に向けた指導充実事業

ＳＮＳを活用した相談体制構築事業 ・・・・・ 9

〔拡〕 スクールカウンセラー事業 ・・・・・ 10

〔拡〕 スクールソーシャルワーカー活用事業 ・・・・・ 11

特別支援教育充実事業

〔拡〕 特別支援学校就労支援総合事業 ・・・・・ 12

特別支援学校整備事業

多様なニーズのある子ど
も・若者の自立支援

日本語が不自由な生徒の高校生活支援事業

放課後子ども教室促進事業

高校生等奨学給付金給付事業

『温故創新』未来型の公民館支援事業 ・・・・・ 13

「信州・ｗｅｂカレッジ（仮称）」創造事業 ・・・・・ 14

〔拡〕 図書館改革事業 ・・・・・ 15

放課後子ども教室促進事業（再掲）

信州型コミュニティースクール促進事業（再掲）

文化・芸術の振興 全国高等学校総合文化祭開催事業（学校芸術文化活動支援事業）（再掲）

〔拡〕 県立歴史館事業 ・・・・・ 16

無形民俗文化財継承支援事業 ・・・・・ 17

子どもから大人まで豊かなスポーツライフ創造事業（再掲）

第82回国体に向けた競技力向上特別対策事業 ・・・・・ 18

県立武道館建設事業 ・・・・・ 19
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４　主要事業一覧

　　　　　　　　　　　　　※ 事業名の末尾に＊を付したものは地域振興局長の要望・提案反映事業

【新】
1

[150503]

教学指導課 H30要求

【新】
2

[150502]

教学指導課 H30要求

3

[150601]

H30要求

【新】
4

[150503]

教学指導課 H30要求

教育委員会

2,516 H29当初 0

事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

0

信州型ユニバーサルデザイ
ン構築事業費

授業づくりの共通基盤をつくり、全県を挙げて授業改善を進める仕組みを整え
るため、信州型ユニバーサルデザインを構築し全県に広めていきます。

　・信州型ユニバーサルデザインの構築
　・信州型ユニバーサルデザインの周知、徹底、評価

　＊信州型ユニバーサルデザインの策定

探究学習のためのＩＣＴ機器
整備事業費

従来の知識獲得型の学習から、課題発見・解決能力や論理的思考力、コミュ
ニケーション能力等を育む学習への転換が求められているため、県立高等学
校のＩＣＴ環境整備を行い、すべての学習活動で科目横断的に探究的な学び
を実践して授業改善を図ります。

　・普通教室での探究的な学びのための電子黒板・タブレットＰＣ等の整備

　*ＩＣＴを使って授業ができる教員の割合：63.3％（H28）→80％（H30）

139,921 H2９当初

第42回全国高等学校総合
文化祭開催事業費

芸術文化活動による全国的・国際的規模での交流を通じ、県内高校生の主体
性・多様性・協調性を育むため、平成30年８月、第42回全国高等学校総合文
化祭（2018信州総文祭）を開催します。

*全国大会・ブロック大会出場文化系クラブ数：19(H29)→19(H30)

（一部企業局特別会計繰入金活用事業）

327,429 H29当初 81,154
教学指導課全国高等学校
総合文化祭推進室

子どもたちの「自然を通して生き抜く力」を育むため、長野県の豊かな自然の
特性を生かした自然教育・野外教育を推進します。
長野県における自然教育・野外教育の目指す方向性や推進プログラムについ
て検討を行います。

　・自然教育・野外教育推進検討会議（仮称）の開催

　*自然教育・野外教育の目指す方向性の取りまとめ

874 H29当初 0

自然教育・野外教育の推進
事業費

別紙３

1



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
5 「信州幼児教育支援センター

(仮)」の設置に向けた調査・
研究事業費
[150702]

心の支援課 H30要求

【新】
6

[150503]

教学指導課 H30要求

【新】
7

[150204]

 学校の割合（配置校）：80％(H30)

義務教育課 H30要求

【新】
8

[151002]

スポーツ課 H30要求

【新】
9 ＳＮＳを活用した相談体制構

築事業費
[150702]

心の支援課 H30要求

中学生・高校生の通信手段が電話からＳＮＳに移行していることを踏まえ、いじ
め・自殺防止等に向けたＳＮＳによる相談を実施します。

10,910 H29当初 0

教員の業務負担軽減を図り、児童生徒への指導や教材研究等に注力できる
体制を作るため、授業以外の諸業務を補助的に行うサポート・スタッフを一定
規模以上の小中学校に配置します。

　・スクール・サポート・スタッフの配置

*１か月の時間外勤務時間が１人当たり45時間以下または前年度比10％以上減の

97,344 H29当初 0

「少人数のよさを生かした、異年齢集団による探究的な学び」「自分で計画を
立て個人のペースで進める学び」「ICTを最大限に活用し世界とつながる学
び」など、児童生徒自らが問いを立てて、それを解決するプロセスを構築する
学びを創造します。

　・中山間地域の新たな学び開発チームの設置
　・中山間地域リーディング・スクールの設置
　・ＩＣＴ活用・遠隔授業
　・へき地教育充実

全ての就学前児童が、質の高い幼児教育を受ける体制を整備するプラット
フォームとなる「信州幼児教育支援センター(仮)」の設置に向けた調査・研究を
行います。

　・「長野県幼児教育あり方検討会(仮称)」の設置
　・「長野県幼児教育振興基本方針(仮称)」の策定

「チームとしての学校」
スクール・サポート・スタッフ
配置事業費

中学校の運動部活動の適正な運営と教職員の負担軽減を図るため、公立中
学校に部活動指導員を配置する費用の一部を補助します。

　・事業主体　　市町村
　・補助率　　　　２／３

*部活動指導員配置数：０人(H28)→133人(H30)

55,158 H29当初 0

1,405 H29当初 0

部活動指導員任用事業補
助金

中山間地域の新たな学び
の創造事業費

*少人数のよさを生かした学習スタイルの開発

4,000 H29当初 0
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10 スクールカウンセラー事業費
[150701]

心の支援課 H30要求

11 スクールソーシャルワーカー
活用事業費
[150701]

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

心の支援課 H30要求

12
特別支援学校就労支援総
合事業費

[150402]

特別支援教育課 H30要求

【新】
13

[150801]

文化財・生涯学習課 H30要求

児童生徒が安心して学校生活を送り、学習に取り組めるよう、児童生徒の悩み
に適切かつ迅速に対応できるスクールカウンセラー（臨床心理士等）を配置
し、学校内の相談体制を充実します。

(拡）・すべての小中学校に配置
      ・高校及び特別支援学校は、要請に応じて教育事務所から派遣
(拡）・総合教育センターへの派遣時間を拡充
(新）・早期発見の取組、予防的な取組を実施

*公民館活動等の中核を担う人材の養成：30人（H30）

公民館活動の原点を尊重しつつ、時代の変化に合わせ、民間団体や学校、Ｎ
ＰＯ法人など多様な主体が地域課題の発見や解決に共に取り組む活動を県
下に広げるため、学びの機会の提供など、未来型の公民館に向けた支援を実
施します。

　・公民館職員の力量形成（学びの活動の中核を担う人材の育成）
　・公民館事業のブラッシュアップ（学びの成果を発表する場の開催支援）

180,854 H29当初 148,755

特別支援学校における就労支援体制のさらなる充実によって、生徒の「働きた
い」という意欲を育て、「働く力」を高めることで、就職希望率及び就職率を向上
し、卒業後の社会自立・社会参加を促進します。

（拡）・特別支援学校における技能検定の本格実施

*一般企業で実習を行った生徒の一般就労割合：62.1％(H27)→72.0％(H30)

23,960 H29当初 15,873

いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対応するため、
社会福祉や精神保健福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーを配置
し、地域や専門機関等と連携して困難を抱える児童生徒を取り巻く環境を改
善します。

（拡）・スクールソーシャルワーカーの増員（教育事務所から派遣）
　　　　　24人（H29）→30人（H30）

*SSWを介した関係機関との連携数：926件(H28)→1,200件(H30)

79,049 H29当初 62,553

「温故創新」未来型の公民
館支援事業費

1,200 H29当初 0
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
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[150801]

文化財・生涯学習課 H30要求

15 図書館改革事業費
[150802]

文化財・生涯学習課 H30要求

16 県立歴史館事業費
[150803]

文化財・生涯学習課 H30要求

【新】
17

[150803]

文化財・生涯学習課 H30要求

県民が自分自身の夢の実現に向けて、生涯にわたり学び、主体的に考える力
を身に付けるため、学びたい人が、学びたいときに、学ぶことができる「個人の
学び」を応援するツールとして、オンライン上の学習プラットホームの構築を検
討します。

　・「信州・ｗｅｂカレッジ」の機能検討　有識者などによる検討会議
　・生涯学習推進センターＨＰ内に「信州・ｗｅｂカレッジ」のＨＰを作成

*ＩＴ専門家、キャリア開発有識者、ｃｏ-Ｌｅｒｍｉｎｇ実践者等による検討会議の開催

県立歴史館を「来館型」から「地域貢献型」の歴史館へ転換するため、歴史を
学ぶことから未来を考える地域活動の支援や地域活性化に活きる情報発信、
地域課題を捉えた調査研究等に取り組みます。

（新）・保存されていることが珍しい測量図の保存活用のためのデジタル化
（拡）・信州にまつわる歴史的史資料を積極的に収集し、県民に公開
（拡）・来館する機会が少ない地域で歴史の魅力を伝える出前講座を実施

3,014 H29当初

395,509 H29当初 178,523

0

多様な県民の学びを支える「地域の情報拠点」としての役割を果たすため、県
立図書館を中心に、様々な情報を活かした新しい図書館づくりを推進します。

（拡）・「信州・知の入口」ポータル（情報資産の一元的・相互活用のための基
       盤）構築に係る検討
（拡）・これからの図書館実現フォーラムの開催
（拡）・信州に関する地域資料及びデータベース等の充実
（拡）・新たな時代にふさわしい学び方“Co-Learning”モデル空間の創造

「信州・ｗｅｂカレッジ（仮
称）」創造事業費

82,830 H29当初 11,853

無形民俗文化財継承支援
事業費＊

地域に住む人の心のよりどころであり、地域固有の文化・伝統・歴史の結晶で
ある無形民俗文化財を次世代に継承するため、県指定及び選択の無形民俗
文化財の保存団体等に対し、継承意識の醸成や担い手の確保等の取組を支
援します。

　・無形民俗文化財継承につながる「伝承活用計画策定」「伝承者育成」「周知
　 事業」「伝承教室」「映像作成」の事業に対して５００千円を上限に補助

*無形民俗文化財の継承対象　10団体への支援

5,000 H29当初 0
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
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[151003]

スポーツ課 H30要求

19 県立武道館建設事業費
[151001]

スポーツ課 H30要求

県内の武道振興の中核的拠点となる県立武道館を建設します。

　・場　　　所　佐久市
　・施設規模　延床面積　11,600㎡
　　　　　　　　　建築面積　10,400㎡

*2019年度供用開始

1,525,453 H29当初 137,200

第82回国体に向けた競技
力向上特別対策事業費

2027年に本県で開催される第82回国民体育大会において、県民の期待に応
え開催県としてふさわしい成績を収めるため、競技力向上対策本部を設置し
選手強化を図ります。

　・競技力対策本部への交付金
　・ジュニア期の選手発掘・育成

*本部委員会の開催　２回

24,053 H29当初 0
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